
現在台湾東海岸台東を拠点に、生活空間と現代美術を研究主題として制作活動を続ける
2014 東京藝術大学大学院美術研究科博士後期課程美術専攻工芸研究領域（木工芸）修了博士（美術）
2009 文化庁新進芸術家海外研修制度により、MARTa Herford美術館（ヘルフォルト、ドイツ）にて研究
2004 California College of the Arts（CCA）大学院修士課程Wood/Furniture専攻修了（サンフランシスコ、アメリカ）
1997 東京藝術大学美術学部デザイン科卒業

個展・二人展
2025「傾聽樹木的聲音」雙人展、嘉義市立美術館（嘉義、台湾）
2023「月と犬」個展、純objectギャラリー（台北、台湾）

グループ展・芸術祭
2026「壯圍沙丘藝術節」（宜蘭、台湾）
2024「關渡自然藝術季」（台北、台湾）
2022「東海岸大地藝術節2022, 2018, 2016」（台東、台湾）
2021「MIND TRAIL 奥大和心のなかの美術館天川村」（奈良、日本）

実物サイズ H170×W160×130㎝
実物重量 650㎏
実物素材 銅

ImononoImo（鋳物の芋）
菅野麻依子/ SUGANO Maiko

作家略歴

2026年
4月 調書提出
5月～8月 宇部市公園の現場の基礎についての方針決定
9月～12月 模型を3Dスキャンをして原型制作開始
2027年
1月～3月 実物大の原型から銅鋳物へ鋳造
4月～8月 輸送ロジスティック準備
9月 搬入

制作スケジュール

菅野麻依子は、30年ほどの作品制作の過程で、10年ほど前から屋
外の立体の制作を手がけてきました。作品を作るときに大切だと
思うことは、物を見る力：素材や重力や様々な気候変化に適応す
る形などです。現在から10年後の時間を想像し、環境による変化
への対応などを考えて制作します。今回の宇部市での取り組みは、
銅による立体造形です。木で作った屋外の作品の場合はだいたい
寿命20年くらいと考えています。その形を銅に写し取ると半永久
的に存在することができます。木で造形を行い、現代の技術でそ
れを銅にしていきます。木を銅にすると、生まれては消えていく
有機的な物質としての存在から、誰かが手を加えない限り動くこ
とのない無機的な物質に変わります。私たちの身体は、有機物な
ので、営みの時間がだいたい決まっています。視点を変えること
で、世界を太古から今、さらに遠い未来まで繋ぐものとして俯瞰
して見ることができます。遥遠い昔から、何世代も後の未来まで、
異なる時間を繋ぐ存在としての触れられるものを用いて、実際に
は感じることのできない永い時間に触れ、皆の想像を促していき
ます。

制作にあたっての思いや鑑賞者へのメッセージなど

菅野麻依子工作室／台湾

制作場所
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